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10月20日（日）えびの市で初めて開催されたヒルクライム競技大会
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平成２５年度の一般会計予算は4億230万円を増額し

25年度　国民健康保険特別会計予算を3,200万円増額し…………総額３６億５,６６９万円に
25年度　後期高齢者医療特別会計予算を1,405万円増額し………総額　６億３,６２７万円に
25年度　介護保険特別会計予算（保険事業勘定）を7,559万円増額し……総額２８億５,５５３万円に
25年度　観光特別会計予算を75万円増額し… ……………………総額　　　３,１２２万円に

総額１０７億９２万円に

　

平
成
25
年
10
月
定
例
会
は
、
10
月

11
日
か
ら
29
日
ま
で
の
19
日
間
開
会

し
、
報
告
２
件
、
議
案
14
件
、
認
定

７
件
、
委
員
会
提
出
意
見
書
３
件
を

審
議
。
審
議
結
果
は
次
項
の
審
議
結

果
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
平
成

24
年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
認
定
７

件
の
常
任
委
員
会
審
査
は
、
継
続
審

査
と
し
閉
会
中
に
審
査
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

●
市
長
給
与
の
減
額
特
例
を
本
年
12
月

ま
で
延
長

　

市
長
の
給
料
月
額
は
条
例
で
本
来

８
１
万
５
千
円
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
特

例
条
例
を
定
め
、
平
成
21
年
11
月
か
ら

５
７
万
５
０
０
円
に
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

減
額
措
置
は
、
現
村
岡
市
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
く
も
の
で
、
適
用
期

限
を
前
任
期
末
の
平
成
25
年
10
月
11
日

ま
で
と
し
て
い
た
も
の
。

　

延
長
の
理
由
は
、延
長
し
な
い
場
合
、

副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
月
額
と
の

均
衡
を
失
う
こ
と
や
本
来
の
市
長
等
の

給
料
月
額
自
体
も
他
市
と
の
均
衡
を
考

基
金
積
立
金
に
１
億
５
４
０
４
万
円
追
加

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
に
８
４
８
０
万
円

相
撲
道
場
建
設
や
道
の
駅
増
改
築
な
ど
ハ
ー
ド
事
業
も
予
算
化

一般会計

慮
し
改
定
の
検
討
を
要
す
る
と
し
た
も

の
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
減
額
措
置

を
延
長
す
る
も
の
で
す
。

●
臨
時
特
例
に
よ
る
市
長
給
与
の
減
額

期
間
を
職
員
同
様
に
３
月
ま
で
延
長

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
と
し
て

国
が
地
方
自
治
体
職
員
の
給
与
減
額
を

求
め
た
の
を
受
け
、
一
般
職
同
様
に
市

長
の
現
行
給
料
月
額
（
特
例
で
定
め
た

給
料
月
額
）
か
ら
、
そ
の
５
％
を
減
額

す
る
と
定
め
て
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
減
額
措
置
の
適
用
期
限
を
10
月

11
日
ま
で
と
し
て
い
た
も
の
を
12
月
31

日
ま
で
延
長
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
給

料
月
額
に
つ
い
て
も
来
年
３
月
31
日
ま

で
同
率
で
減
額
す
る
も
の
で
す
。

●
一
般
会
計
予
算
を
増
額
補
正

　

補
正
予
算
案
は
４
億
２
３
０
万
円
を

追
加
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
歳
入
・

歳
出
予
算
の
総
額
は
１
０
７
億
９
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
総
務
費
で
は
平

成
24
年
度
決
算
に
係
る
純
剰
余
金
の
一

部
を
積
み
立
て
る
財
政
調
整
基
金
の
増

額
、
民
生
費
で
は
指
定
寄
付
金
を
財
源

と
し
た
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
、
農
林
水
産
業
費
で
は
道
の
駅
増
改

築
事
業
費
の
増
額
、
商
工
費
で
は
白
鳥

温
泉
下
湯
改
修
事
業
費
の
増
額
、
教
育

費
で
は
同
じ
く
指
定
寄
付
金
事
業
の
相

撲
道
場
新
築
事
業
費
の
増
額
、
災
害
復

旧
事
業
費
で
は
６
月
の
豪
雨
に
よ
る
事

業
費
の
増
額
な
ど
で
す
。

　

歳
入
は
、
普
通
交
付
税
の
決
定
に
伴

う
地
方
交
付
税
の
増
額
及
び
歳
入
増
額

に
伴
う
繰
入
金
の
繰
り
戻
し
な
ど
で
す
。

新
議
長
に
本
石
氏

常
任
委
員
会
委
員
な
ど

新
議
会
構
成
を
決
定

　

９
月
22
日
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ

る
改
選
後
、
初
と
な
る
10
月
臨
時
議
会

を
10
月
１
日
に
開
催
。

　

新
議
長
に
本
石
長
永
氏
を
選
出
し
た

ほ
か
３
つ
の
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
、
西
諸
広
域
行
政
事

務
組
合
議
員
、
各
種
委
員
を
選
任
し
ま

し
た
。

（
11
ペ
ー
ジ
「
新
議
会
構
成
決
ま
る
」

に
詳
し
く
掲
載
）

10月定例会

10月臨時会
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１．議案等
番　号 件　　　　　　　　名 審議結果

報告第　　６号 専決処分した損害賠償の額の決定について ─

議案第　７３号 監査委員の選任について（議会選出監査委員：上原康雄氏） 同　　 意

１０月定例会における議案等の審議結果
会期　10月11日〜29日（19日間）

１．議案等
番　号 件　　　　　　　　名 審議結果

報告第　　７号 平成２４年度えびの市健全化判断比率について ─

報告第　　８号 平成２４年度えびの市資金不足比率について ─

議案第　７４号 県営経営体育成基盤整備事業（中内竪地区）による字界変更について 原 案 可 決

議案第　７５号 えびの市特別職の職員で常勤のものの給与の特例に関する条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第　７６号 えびの市職員の給与の臨時特例に関する条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第　７７号 えびの市税条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第　７８号 えびの市督促手数料及び延滞金徴収条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第　７９号 えびの市国民健康保険税条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第　８０号 えびの市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第　８１号 えびの市介護保険条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第　８２号 えびの市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第　８３号 平成２５年度えびの市一般会計予算の補正（第６号）について 原 案 可 決

議案第　８４号 平成２５年度えびの市国民健康保険特別会計予算の補正（第３号）について 原 案 可 決

議案第　８５号 平成２５年度えびの市後期高齢者医療特別会計予算の補正（第２号）について 原 案 可 決

議案第　８６号 平成２５年度えびの市介護保険特別会計予算の補正（第３号）について 原 案 可 決

議案第　８７号 平成２５年度えびの市観光特別会計予算の補正（第１号）について 原 案 可 決

認定第　　１号 平成２４年度えびの市一般会計歳入歳出決算の認定について 継 続 審 査

認定第　　２号 平成２４年度えびの市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 継 続 審 査

認定第　　３号 平成２４年度えびの市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 継 続 審 査

認定第　　４号 平成２４年度えびの市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 継 続 審 査

認定第　　５号 平成２４年度えびの市観光特別会計歳入歳出決算の認定について 継 続 審 査

認定第　　６号 平成２４年度えびの市水道事業会計決算の認定について 継 続 審 査

認定第　　７号 平成２４年度えびの市病院事業会計決算の認定について 継 続 審 査

２．議員提出議案等
番　号 件　　　　　　　　名 審議結果

動　　　　 議 基地対策調査特別委員会の設置について 原案可決（賛12：反2）

委 員 会 提 出
意見書案第３号 地方税財源の充実確保を求める意見書（案） 原 案 可 決

委 員 会 提 出
意見書案第４号 ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書（案） 原 案 可 決

委 員 会 提 出
意見書案第５号 森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書（案） 原 案 可 決

１０月臨時会における議案等の審議結果
会期　10月1日（1日間）
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改
選
後
、
最
初
と
な
る
10
月
定
例

会
で
は
、
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に

登
壇
し
、
市
長
の
政
治
姿
勢
等
を
中

心
に
活
発
な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
を
議
員
各
位
が
報
告
し

ま
す
。

一
般
質
問

　

質
問　

市
長
は
、
高
温
に
強
い
米
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

栽
培
面
積
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
種
も

み
か
ら
の
購
入
が
必
要
と
考
え
る
。
種

も
み
の
購
入
支
援
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

市
長　

種
も
み
の
助
成
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ａ
と
の
販
売
の
考
え
方
と
い
っ
た
点

等
も
あ
る
の
で
十
分
調
整
し
、
来
年
度

の
種
も
み
確
保
の
時
期
ま
で
に
は
検
討

結
果
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

　

質
問　

高
温
に
強
い
米
づ
く
り
に
取

り
組
む
に
は
、
や
は
り
ト
ッ
プ
に
立
つ

人
の
的
確
な
判
断
で
、
Ｊ
Ａ
に
指
示
を

与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。市
長
は
、

こ
の
え
び
の
市
の
米
づ
く
り
を
、
市
全

体
で
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け

　

質
問　

市
長
は
２
期
目
の
市
政
の
基

本
重
要
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
か
。

　

市
長　

人
口
減
少
対
策
を
基
本
に
、

企
業
誘
致
や
農
政
問
題
な
ど
を
懸
命
に

取
り
組
み
、
定
住
人
口
の
増
加
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。

　

質
問　

市
長
は
企
業
誘
致
対
策
監
の

設
置
を
掲
げ
て
い
る
が
、
採
用
の
時
期

と
任
期
・
そ
の
役
割
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　

市
長　

企
業
誘
致
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
人
材
を
民
間
な
ど
か
ら
一
人
配

置
を
し
た
い
。
企
業
誘
致
と
工
業
団
地

の
造
成
な
ど
事
業
の
展
開
を
早
く
行
う

こ
と
が
目
的
で
、
組
織
編
成
に
つ
い
て

は
、
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
対
策
監
採

用
の
時
期
は
新
年
度
か
ら
設
置
し
た

い
。
任
期
に
つ
い
て
は
、
複
数
年
度
で

な
い
と
成
果
が
出
な
い
と
思
う
。

「
に
こ
ま
る
」
の
支
援
対
策
に
つ
い
て

市
政
の
重
要
課
題
は

　

質
問　

現
副
市
長
の
任
期
は
い
つ
ま

で
か
。

　

市
長　

県
職
員
か
ら
選
任
し
た
酒
匂

副
市
長
の
任
期
は
平
成
28
年
３
月
ま
で

で
、
行
政
事
務
経
験
や
、
補
助
金
利
用

な
ど
県
と
の
パ
イ
プ
が
あ
る
。
引
き
続

き
副
市
長
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
県
に
も
伝
え
て

い
る
。

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
高
温

に
強
い
品
種
が
あ
る
中
で
、
え
び
の
市

は
、
現
時
点
で
は
「
に
こ
ま
る
」
の
栽

培
面
積
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
Ｊ
Ａ
と
も
中
身
の
確
認
が
で
き
て

お
り
、
そ
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

進出が決定している物流会社建設予定地

高温対策として導入しているにこまる

栗下　政雄
議員

上原　康雄
議員
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質
問　

市
長
の
公
約
は
１
期
目
と
比

較
し
、
政
策
的
に
変
更
が
あ
る
か
。

　

市
長　

継
続
す
べ
き
政
策
は
継
続
す

る
。
２
期
目
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

１
期
目
の
公
約
と
は
、
中
身
が
違
う
部

分
も
あ
る
の
で
、
新
し
く
出
て
く
る
政

策
も
あ
る
。

　

質
問　

市
長
は
、
先
の
定
例
会
で
道

　

質
問　

本
市
の
高
齢
化
率
は
年
々
高

く
な
り
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
へ
の
入

所
待
機
者
も
多
い
中
で
、
本
事
業
の
進

捗
状
況
が
見
え
な
い
。
理
由
と
し
て
、

整
備
用
地
の
安
全
性
や
地
元
住
民
等
に

対
し
事
前
の
説
明
不
足
、
さ
ら
に
は
、

公
文
書
非
公
開
決
定
に
対
し
提
訴
さ
れ

現
在
も
裁
判
中
の
よ
う
で
あ
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
行
く
の
か
。

　

市
長　

色
々
な
課
題
が
あ
っ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
が
、
地
元
の
理
解
も
頂

き
、
申
請
書
も
県
へ
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
は
、
県
の
審
査
を
受
け

た
上
で
、
26
年
度
中
の
事
業
開
始
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

質
問　

子
育
て
環
境
作
り
の
中
で
、

乳
児
園
・
保
育
園
の
充
実
は
も
と
よ
り
、

病
児
・
病
後
児
保
育
の
取
り
組
み
も
必

要
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

市
長　

ニ
ー
ズ
調
査
等
を
行
い
な
が

子ども達を健やかに育てられる環境作りを

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

州
制
に
賛
成
の
立
場
を
述
べ
て
い
る

が
、
今
後
も
賛
成
の
考
え
は
変
わ
ら
な

い
か
。

　

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
っ
た

と
き
は
賛
成
だ
っ
た
。
今
後
も
道
州
制

導
入
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
研

究
・
勉
強
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
中

身
に
よ
っ
て
は
、
反
対
の
立
場
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
が
現
時
点
で
は
、
積
極

的
に
研
修
・
研
鑽
を
進
め
て
い
く
。

　

質
問　

高
齢
者
社
会
に
向
け
た
社
会

整
備
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

一
人
暮
ら
し
の
緊
急
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
、
循
環
バ
ス
・
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
充
実
等
を
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

市
立
病
院
へ
の
医
療
機
器
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　

市
長　

現
在
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
依
頼
検
査
は

年
間
50
件
あ
り
、
市
内
２
か
所
の
民
間

に
依
頼
し
て
い
る
が
、
初
期
費
用
が

１
億
１
千
万
円
。
年
間
の
保
守
費
が

７
０
０
万
円
程
度
見
込
ま
れ
、
採
算

ベ
ー
ス
は
、
年
間
１
３
０
０
件
程
度
の

検
査
件
数
が
必
要
で
あ
り
、
財
政
的
な

負
担
が
大
き
い
。

ら
、
設
置
に
向
け
て
積
極
的
に
進
め
て

い
く
。

　

質
問　

本
市
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
基
幹
産
業
や
既
存
企
業
の
育
成

と
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
工
業
団
地
を

整
備
し
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え

は
。

　

市
長　

企
業
誘
致
対
策
監
の
設
置
を

行
い
、
あ
る
程
度
リ
ス
ク
を
負
っ
て
で

も
、
工
業
団
地
の
整
備
は
進
め
る
。

竹中　雪宏
議員

西原　義文
議員

市長の２期目の政策を掲げているマニフェスト
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質
問　

市
長
の
２
期
目
の
新
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
「
新
た
な
活
力
を
生

む
産
業
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
そ
の
施

策
の
具
体
的
内
容
を
説
明
さ
れ
た
い
。

ま
ず
①
農
業
担
い
手
の
確
保　

目
標
年

間
10
名
と
し
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入

れ
拡
充
を
示
し
て
い
る
。
現
在
の
国
の

同
制
度
か
ら
離
れ
な
い
市
施
策
で
は
適

用
条
件
が
厳
し
く
、
結
果
と
し
て
必
要

な
若
い
農
業
担
い
手
育
成
が
進
ま
な
い
。

市
民
の
要
望
は
親
の
経
営
移
譲
予
定
で

就
農
す
る
担
い
手
へ
の
支
援
だ
。

　

市
長　

幸
い
、平
成
26
年
度
か
ら「
親

元
就
農
」
が
新
規
就
農
支
援
制
度
の
対

象
に
緩
和
さ
れ
る
の
で
、
市
独
自
の
各

種
支
援
も
受
け
や
す
く
な
る
。

　

質
問　

③
農
業
収
益
の
創
造　

目
標

農
業
所
得
20
％
ア
ッ
プ
す
る
と
し
て

い
る
が
、
何
の
生
産
分
野
で
稼
ぐ
の

か
。
１
戸
当
た
り
引
き
上
げ
額
は
い
く

　

質
問　

道
の
駅
利
用
者
が
30
万
人
を

突
破
し
、
日
ご
と
に
盛
況
の
渡
に
あ
り

ま
す
が
、
地
元
の
生
産
加
工
品
が
少
な

く
悲
し
い
現
況
で
あ
る
。

　

地
産
地
消
を
生
か
し
た
加
工
物
品
の

増
産
に
力
を
注
ぐ
事
は
で
き
な
い
か
。

親
元
就
農
も
新
規
就
農
支
援
の
対
象
に

地
産
地
消
を
生
か
せ

井上　義人
議員

ら
か
。

　

市
長　

本
市
の
農
業
所
得
の
多
く
は

畜
産
が
占
め
、
こ
の
底
上
げ
も
す
る
。

そ
の
ほ
か
所
得
率
が
高
い
ゴ
ボ
ウ
・
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
等
加
工
野
菜
や
、ゴ
ー
ヤ・ピ
ー

マ
ン
等
施
設
野
菜
の
生
産
を
拡
大
し
、

20
％
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
一
戸
当
た
り
平

均
農
業
所
得（
平
成
24
年
度
１
３
２
万

円
）を
３
０
万
円
増
加
さ
せ
る
。

　

質
問　

ど
の
よ
う
に
所
得
率
の
高
い

作
目
に
拡
大
転
換
す
る
か
が
課
題
だ
。

　

市
長　

地
元
の
農
産
物
加
工
推
進
に

対
し
て
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
、
地
産
地
消
を

生
か
す
た
め
農
工
商
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
る
。

　

質
問　

自
治
会
長
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
、
自
治
会
長
の
報
酬
が
18
年
間
据

え
置
か
れ
て
い
る
。
自
治
会
長
の
業
務

は
、
一
段
と
多
岐
に
な
り
、
今
後
地
域

運
営
協
議
会
が
発
足
す
る
と
さ
ら
に
任

務
が
増
え
る
の
で
処
遇
改
善
が
必
要

だ
。

　

市
長　

毎
月
行
政
事
務
連
絡
会
議
を

開
催
し
意
見
や
要
望
を
聞
い
て
い
る
。

自
治
会
長
の
現
状
は
承
知
し
理
解
し
て

い
る
が
、
現
在
９
市
の
中
で
は
上
位
の

報
酬
額
で
あ
る
。
今
後
地
域
運
営
協
議

会
で
充
分
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　

質
問　

地
域
運
営
協
議
会
の
設
立
に

関
し
、市
民
に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

市
長　

今
日
ま
で
地
区
単
位
で
活
動

し
て
い
た
が
、
住
民
の
減
少
で
単
独
で

の
伝
統
行
事
や
催
し
が
困
難
と
な
り
、

今
後
は
近
隣
自
治
会
同
士
が
各
種
団
体

と
連
携
し
て
、
地
域
活
動
が
展
開
で
き

る
事
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

物産館に出品されている農産加工品

池田　孝一
議員

新規就農支援として取り組んでいるビニールハウス
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質
問　

雇
用
対
策
と
し
て
、
地
場
産

業
育
成
が
必
要
。
若
者
流
出
防
止
に
努

め
、
農
工
商
の
後
継
者
確
保
が
緊
急
の

課
題
だ
。
新
規
雇
用
促
進
補
助
金
制
度

を
創
設
し
、
雇
用
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
だ
。

　

質
問　

首
相
は
、
憲
法
改
正
を
言

う
。
え
び
の
市
か
ら
３
０
０
人
を
超
え

る
隊
員
が
災
害
が
あ
れ
ば
頑
張
っ
て
く

れ
る
か
ら
と
送
り
出
さ
れ
て
い
る
。
麻

生
副
総
理
は
、
憲
法
改
正
案
を
国
民
に

知
ら
せ
ず
ナ
チ
ス
に
学
ん
で
静
か
に
や

れ
ば
良
い
と
言
い
、
石
破
茂
幹
事
長
は

自
衛
隊
を
国
防
軍
に
変
え
審
判
所
を
作

り
「
戦
争
に
行
か
な
い
と
言
う
自
衛
隊

員
は
、
死
刑
か
懲
役
３
０
０
年
に
」
と

衛
星
放
送
で
発
言
し
た
。
市
民
と
自
衛

隊
員
の
命
を
守
る
上
で
、
ア
メ
リ
カ
軍

と
一
緒
に
戦
場
へ
送
る
事
態
が
想
定
さ

れ
る
憲
法
改
正
は
反
対
だ
。
市
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

　

市
長　

麻
生
氏
、
石
破
氏
と
の
見
解

は
違
う
が
、
９
条
が
実
態
と
合
わ
な
い

と
考
え
る
。
戦
争
を
誘
導
す
る
も
の
で

な
い
が
、
憲
法
改
正
は
必
要
と
思
う
。

　

質
問　

西
境
川
水
門
に
ポ
ン
プ
の
常

雇
用
促
進
対
策
を

憲
法
改
正
に
反
対　

自
衛
隊
員
の
命
を
守
れ

蔵園　晴美
議員

　

市
長　

他
の
自
治
体
で
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
ど
う
い
っ
た
効
果
が
あ
る
の

か
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

質
問　

工
業
団
地
造
成
を
掲
げ
て
い

る
が
加
久
藤
地
区
の
現
状
を
見
た
時
、

え
び
の
駅
を
中
心
と
し
た
街
並
み
形
成

と
同
時
進
行
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
長　

工
業
団
地
造
成
は
え
び
の
Ｉ

Ｃ
付
近
を
調
査
し
た
い
。

　

街
並
み
形
成
に
つ
い
て
は
平
成
26
年

度
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
後
、
都
市
計

画
の
見
直
し
に
基
づ
き
考
え
る
。

　

質
問　

無
線
放
送
中
継
局
に
落
雷
が

あ
り
、
終
戦
記
念
日
に
黙
祷
を
告
げ
る

サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
な
か
っ
た
。
モ
ニ

タ
ー
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
。

　

防
災
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化
を
図
り
、

豪
雨
時
に
市
民
へ
の
情
報
源
と
し
て
ミ

ニ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
を
開
設
し
、
防
災
セ
ン

タ
ー
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

ミ
ニ
放
送
局
は
新
年
度
調
査

す
る
。
防
災
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化
は
情

報
収
集
・
情
報
伝
達
に
重
要
だ
と
思
う
。

セ
ン
タ
ー
整
備
は
今
後
検
討
す
る
。

設
が
必
要
だ
。
市
長
は
認
識
が
足
り
な

い
。
政
治
生
命
を
か
け
る
思
い
で
排
水

ポ
ン
プ
を
据
え
る
決
意
を
求
め
る
。

　

市
長　

水
門
が
で
き
て
安
全
は
向
上

し
た
。
水
門
に
ポ
ン
プ
が
あ
っ
た
方
が

よ
い
。
機
会
を
見
て
要
望
す
る
。

　

質
問　

全
国
の
自
治
体
で
は
、
少
子

化
対
策
と
し
て
医
療
費
無
料
化
が
進
ん

で
い
る
。
高
校
ま
で
、
せ
め
て
中
学
校

ま
で
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

市
長　

財
政
状
況
を
考
え
検
討
す

る
。

西原　政文
議員
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質
問　

市
長
は
、
今
回
の
市
長
選
挙

の
後
援
会
の
し
お
り
で
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
及
び
ふ
る
さ
と
振
興
「
結
い
の
ま

ち
」
創
造
計
画
を
発
表
さ
れ
、
見
事
当

選
を
果
た
さ
れ
た
。後
援
会
し
お
り
は
、

村
岡
市
政
の
向
こ
う
４
年
間
の
公
約
と

な
る
の
で
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
目
標
で
、
地

域
経
営
組
織
を
市
内
の
農
地
面
積
の

80
％
に
拡
大
す
る
と
あ
る
が
、
目
標
面

積
は
い
く
ら
か
。

　

市
長　

目
標
面
積
は
２
４
０
０
ha
で

あ
る
。

　

質
問　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
利
用
し
や
す
い
農
地
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
内
の
全
農
地

の
大
半
を
占
め
る
水
田
の
う
ち
30
ａ
以

上
の
水
田
は
約
８
０
０
ha
で
あ
る
。
え

び
の
市
は
水
田
の
ほ
場
整
備
事
業
を
推

進
し
て
き
た
が
、
ま
だ
未
整
備
の
水
田

政
治
姿
勢
に
つ
い
てが

多
く
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
事
業
の
推

進
を
行
い
、
農
地
利
用
の
利
便
性
を
図

る
た
め
に
は
事
業
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

市
長　

市
は
、
現
在
、
畑
地
か
ん
が

い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
水

田
の
ほ
場
整
備
事
業
の
計
画
は
な
い
。

し
か
し
今
後
、
水
田
の
整
備
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
る
。

整備が望まれる未整備田

北園　一正
議員

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　

え
び
の
市
議
会
で
は
年
４
回
「
定
例
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

定
例
会
は
約
１
ヶ
月
か
け
て
行
わ
れ
、
多
く
の
議
案
を
慎
重
に

審
議
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
市
政
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
を
行
い
、

予
算
の
執
行
状
況
や
現
状
、
今
後
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説
明

や
報
告
を
う
け
ま
す
。

　

え
び
の
市
議
会
で
は
、
公
正
性
及

び
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

手
続
き
は
本
会
議
当
日
に
、
本
庁

３
階
の
議
会
事
務
局
で
自
分
の
住
所
・

氏
名
を
傍
聴
申
請
書
に
記
載
す
る
だ

け
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ル
ー
ル
や
エ
チ
ケ
ッ
ト

は
、
お
守
り
下
さ
い
。

えびの市議会傍聴席

議
会
傍
聴

し
ま
せ
ん
か
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Ａ
：
増
額
は
追
加
工
事
分
で
、
築
47
年
の

老
朽
化
で
改
修
費
を
充
て
て
い
た

が
、
工
事
に
際
し
当
初
の
設
計
以
上

に
傷
み
が
進
ん
で
お
り
、
基
礎
部
分

も
含
め
た
根
本
的
改
修
を
要
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

Ｑ
：
保
健
体
育
費
の
相
撲
道
場
の
規
模
と

利
用
計
画
は
。 

Ａ
：
鉄
骨
平
屋
建
て
１
２
８
・
４
㎡
で
、

中
央
に
約
９
メ
ー
ト
ル
四
方
の
土
俵

場
を
設
け
、
外
壁
は
木
質
化
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
触
れ
合
い
の

場
に
す
る
た
め
、
普
段
は
わ
ん
ぱ
く

相
撲
や
十
五
夜
相
撲
に
開
放
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
飯
野
中
の

部
活
動
や
社
会
人
相
撲
連
盟
の
練
習

に
も
利
用
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
務
教
育
常
任
委
員
長　
　
　
　

池
田　

孝
一

　

当
委
員
会
で
は
、議
案
４
件
を
審
査
し
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
議
案
は
本
会

議
に
お
い
て
も
委
員
会
審
査
結
果
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

①
市
税
条
例
の
改
正

Ｑ
：
今
回
の
改
正
理
由
は
。 

Ａ
：
国
の
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
政
令
や
省
令
が
本
年
６
月
に
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ
：
改
正
点
は
何
か
。 

Ａ
：
主
に
公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税

を
特
別
徴
収
す
る
際
の
算
定
方
法
を

見
直
す
も
の
で
、
仮
徴
収
額
と
本
徴

収
額
の
変
動
額
を
小
さ
く
す
る
も
の

で
す
。
改
正
後
は
仮
徴
収
額
が
現
行

の
２
分
の
１
と
な
り
、
今
回
の
改
正

は
納
税
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
：
新
徴
収
額
算
定
方
法
の
実
施
時
期

は
い
つ
か
ら
か
。 

Ａ
：
平
成
28
年
10
月
１
日
施
行
で
す
。

②
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収

　
条
例
の
改
正

Ｑ
：
今
回
の
改
正
理
由
は
。

Ａ
：
市
税
条
例
と
同
様
に
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ
：
督
促
料
と
延
滞
金
は
ど
う
変
わ
る
の

か
。

Ａ
：
延
滞
金
の
割
合
が
納
期
限
を
１
カ
月

過
ぎ
た
も
の
に
課
す
延
滞
金
が
年

14
・
6
％
の
割
合
が
９
・
3
％
に
、

１
カ
月
以
内
の
も
の
の
延
滞
金
の
割

合
７
・
3
％
が
３
％
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
実
施
時
期
は
い
つ
か
ら
か
。 

Ａ
：
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
で
す
。 

③
一
般
会
計
予
算
の
補
正

Ｑ
：
補
正
の
主
な
も
の
は
何
か
。

Ａ
：
歳
出
で
は
基
金
費
の
財
政
調
整
基
金

に
１
億
５
４
０
４
万
８
千
円
を
積
み
立

て
る
の
が
最
も
大
き
く
、
そ
の
ほ
か
庁

舎
管
理
費
、
教
育
費
の
加
久
藤
小
学

校
プ
ー
ル
改
修
費
、
保
健
体
育
費
の

相
撲
道
場
建
設
事
業
費
な
ど
で
す
。 

Ｑ
：
庁
舎
管
理
費
の
委
託
料
２
１
０
９
万

円
を
今
回
予
算
化
す
る
理
由
は
。

Ａ
：
市
公
共
施
設
で
使
用
し
、
そ
の
後
法

律
に
基
づ
い
て
使
用
を
中
止
・
保
管

し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ー
ル
）を
含
む
蛍
光
灯
安
定
器
を

法
律
に
基
づ
き
廃
棄
物
処
理
す
る
も

の
で
、
国
が
そ
の
た
め
に
直
轄
で
建

設
し
て
い
る
処
理
施
設（
北
九
州
市

内
）に
運
搬
す
る
経
費
と
処
理
委
託

料
で
す
。
宮
崎
県
の
処
理
割
り
当
て

は
本
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
本

年
６
月
に
処
理
施
設
側
の
説
明
会
を

受
け
予
算
化
し
た
も
の
で
す
。 

Ｑ
：
教
育
費
の
加
久
藤
小
学
校
プ
ー
ル
改

修
費
を
４
５
３
万
９
千
円
増
額
す
る

理
由
は
。 

総
務
教
育
常
任
委
員
会
報
告

議
案
等
の

審　
　

査

相撲道場施設の建設予定地

改修が決まっている加久藤小学校のプール
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当
委
員
会
で
は
、議
案
９
件
を
審
査
し
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
議
案
は
本
会

議
に
お
い
て
も
委
員
会
審
査
結
果
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
し
た
主
な
も
の
を
抜
粋
し

て
報
告
い
た
し
ま
す
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

　
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　

現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
も
あ
り
保

険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
納
税

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
社
会

保
険
に
か
か
る
延
滞
金
の
割
合
を
軽
減

す
る
も
の
で
、
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で

す
。
平
成
26
年
１
月
以
降
の
延
滞
金
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
一
か
月

を
超
え
る
も
の
は
延
滞
金
の
割
合
が
現
在

14
・
６
％
が
９
・
３
％
と
な
り
一
か
月

以
内
の
も
の
は
４
・
３
％
が
３
％
と
な
り

ま
す
。

②
え
び
の
市
介
護
保
険
条
例
の

　
改
正
に
つ
い
て

　

え
び
の
市
で
定
め
て
い
る
介
護
保
険
の

延
滞
金
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
、

内
容
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
変
更
と
同
様

で
す
。平

成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

①
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
費

　
に
つ
い
て

　

飯
野
地
区
に
総
事
業
費
８
千
９
６
２
万

４
千
円
の
予
算
で
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー

が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
指
定
寄
附
金
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
骨
組
み
は
耐
震
性
を
考
え
鉄
骨

造
り
と
し
、
木
造
作
り
で
飯
野
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
東
側
に
建
築
さ
れ

ま
す
。

②
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
費
に

　
つ
い
て

　

カ
ラ
ス
や
ア
ナ
グ
マ
の
被
害
が
多

く
、
捕
獲
と
調
査
の
た
め
の
対
策
費

６
５
６
万
２
千
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し

た
。
調
査
費
と
し
て
カ
ラ
ス
の
わ
な
は

３
ｍ
×
６
ｍ
×
９
ｍ
の
大
き
さ
で
高
野
地

区
に
設
置
さ
れ
、
ア
ナ
グ
マ
な
ど
の
小
型

箱
わ
な
は
10
基
購
入
さ
れ
ま
す
。
え
び
の

市
は
カ
ラ
ス
の
被
害
が
多
く
、
他
の
地
区

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
予
定
で
す
。

③
道
の
駅
運
営
事
業
に
つ
い
て

　

道
の
駅
が
事
業
費
１
３
７
６
万
３
千
円

の
予
算
で
改
築
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
築
は
、
風
除
室
や
出
荷
者
搬

入
口
な
ど
で
あ
り
、
併
せ
て
ト
イ
レ
の
便

座
な
ど
も
入
れ
替
え
ら
れ
、
二
輪
車
で
の

来
場
の
た
め
の
駐
車
場
も
自
転
車
20
台
バ

イ
ク
10
台
分
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
物
産
館

の
中
の
冷
蔵
庫
も
平
台
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

に
変
わ
り
ま
す
。

④
白
鳥
温
泉
下
湯
管
理
費
に

　
つ
い
て

　

事
業
費
２
６
０
７
万
９
千
円
で
、
老
朽

化
等
に
伴
う
浴
室
へ
の
通
路
等
の
改
修
が

行
わ
れ
ま
す
。
併
せ
て
倉
庫
も
作
ら
れ

ま
す
。

⑤
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

　
事
業
に
つ
い
て

　

保
育
士
の
人
材
確
保
を
推
進
す
る
た
め

処
遇
改
善
の
経
費
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
保

育
士
一
人
あ
た
り
８
千
円
か
ら
１
万
円
で

あ
り
、
県
補
助
金
に
よ
る
臨
時
特
例
事
業

の
た
め
来
年
度
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長　
　
　
　

西
原　

政
文

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

議
案
等
の

審　
　

査

カラス捕獲のため試験的に導入する“わな”
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新議会構成決まる
平成25年10月臨時会

１０月の臨時議会で、市議会の新たな役職構成が決まりました。
任期は、平成２５年１０月１日からおおむね２年間となっています。
新議長のもとに、全ての委員会メンバーや議会選出委員等も決まりました。

議　

長　

本
石
長
永

副
議
長　

竹
中
雪
宏

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

池
田
孝
一

　

副
委
員
長　

小
東
和
文

　

委　
　

員　

遠
目
塚
文
美
・
北
園
一
正
・

　
　
　
　
　
　

上
原
康
雄
・
宮
㟢
和
宏
・

　
　
　
　
　
　

栗
下
政
雄
・
本
石
長
永

＊
総
務
課　

企
画
課　

市
民
協
働
課　
　

財
政
課　

財
産
管
理
課　

税
務
課　
　

会
計
課　

議
会
事
務
局　

選
挙
管
理
委

員
会　

監
査
委
員
会　

公
平
委
員
会　

水
道
課　

市
立
病
院
お
よ
び
教
育
委
員

会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

　

＊
他
の
委
員
会
に
属
し
な
い
事
項

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

西
原
政
文

　

副
委
員
長　

井
上
義
人

　

委　
　

員　

山
元
豪
・
田
口
正
英
・

　
　
　
　
　
　

西
原
義
文
・
蔵
園
晴
美
・ 

　
　
　
　
　
　

竹
中
雪
宏

＊
市
民
環
境
課　

健
康
保
健
課　

長
寿
介

護
課　

福
祉
事
務
所　

観
光
商
工
課

　

畜
産
農
政
課　

建
設
課　

農
林
整
備
課

お
よ
び
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

池
田
孝
一

　

副
委
員
長　

遠
目
塚
文
美

　

委　
　

員　

山
元
豪
・
小
東
和
文
・

　
　
　
　
　
　

井
上
義
人
・
西
原
政
文
・

　
　
　
　
　
　

竹
中
雪
宏

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

北
園
一
正　
　

　

副
委
員
長　

西
原
政
文　

　

委　
　

員　

田
口
正
英
・
井
上
義
人
・

　
　
　
　
　
　

池
田
孝
一
・
栗
下
政
雄

　

＊
議
会
運
営
に
関
す
る
こ
と

議
会
の
会
議
規
則　

委
員
会
条
例
に

関
す
る
事
項　

議
長
の
諮
問
に
関
す
る

事
項

基
地
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

蔵
園
晴
美　

　

副
委
員
長　

栗
下
政
雄

　

委　
　

員　

遠
目
塚
文
美
・
山
元
豪
・

　
　
　
　
　
　

小
東
和
文
・
田
口
正
英
・

　
　
　
　
　
　

宮
㟢
和
宏

＊
駐
屯
地
存
続　

基
地
周
辺
対
策
事
業
、

防
衛
事
業
調
査
研
究
の
た
め
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。（
10
月
11
日
設
置
及
び
選
任
）

　

そ
の
他
、
各
種
委
員
な
ど
の
選
任
は
以
下

の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　

議
員　

西
原
政
文

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

議
員　

池
田
孝
一

　

議
員　

西
原
義
文

　

議
員　

栗
下
政
雄

議
会
選
出
監
査
委
員

　

委
員　

上
原
康
雄

民
生
委
員
推
薦
会

　

委
員　

井
上
義
人

人
権
同
和
問
題
啓
発
推
進
協
議
会

　

委
員　

池
田
孝
一

都
市
計
画
審
議
会

　

委
員　

蔵
園
晴
美

　

委
員　

北
園
一
正

　

委
員　

本
石
長
永

青
少
年
育
成
市
民
会
議
　

　

委
員　

山
元
豪

　

委
員　

上
原
康
雄

え
び
の
市
畑
地
か
ん
が
い
事
業
推
進
協
議
会

　

委
員　

西
原
義
文

　

委
員　

本
石
長
永　

え
び
の
市
戦
没
者
追
悼
奉
賛
会

　

委
員　

本
石
長
永

　

委
員　

竹
中
雪
宏

え
び
の
市
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
議

員
連
盟

　

会　
　

長　

竹
中
雪
宏

　

副
会
長　

池
田
孝
一

　

副
会
長　

西
原
政
文

　

事
務
局
長　

小
東
和
文

　

幹　
　

事　

遠
目
塚
文
美
・
田
口
正
英
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地方税財源の充実確保を求める意見書

　地方財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況が続
いている。
　こうした中、基礎自治体である市が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うためには、地方
財源の充実確保が不可欠である。
　よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く求める。

記

１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について
（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確

に反映することにより、一般財源総額を確保すること。
（２）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財

源調整機能が適切に発揮されるよう増額すること。
（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法定率

の引上げにより対応すること。
（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における

歳出特別枠を維持すること。
（５）地方公務員給与の引下げを前提として、平成２５年度の地方交付税が削減されたが、地

方の固有財源である地方交付税を国の政策誘導手段として用いることは、避けること。
　
２．地方税源の充実確保等について

（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を
「５：５」とすること。
　その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系
を構築すること。

（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに「地域社会の会費」という基本的な性格を
踏まえ、政策的な税額控除を導入しないこと。

（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。
　特に、償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等については、現
行制度を堅持すること。

（４）法人住民税は、均等割の税率を引上げること。
（５）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村への財源配分の仕

組みを含め現行制度を堅持すること。
（６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となっていることから、

現行制度を堅持すること。
（７）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与

税を新たに創設するなど、地方税財源を確保する仕組みを構築すること。

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２５年１０月２９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県えびの市議会　　

１０月定例会で可決した意見書
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ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書
　南海トラフの巨大地震や首都直下型地震の被害想定においては、死傷者や建物被害がこれまでの
想定や東日本大震災を大きく上回る非常に厳しいものとなっている。一方、住民の避難意識啓発や
建物の耐震性の強化等の防災対策による被害軽減も推計されており、地方自治体は、可能な限り被
害を最小限に抑止する、防災・減災対策を早急に進めていく必要がある。
　そのような中、大規模な地震の発生に備えて、建築物の地震に対する安全性の向上を一層促進す
るため、先国会において、「建築物の耐震改修の促進に関する法律の一部を改正する法律」が成立し、
不特定多数の者が利用するホテル・旅館等の建築物で、床面積５千平方メートル以上の大規模なも
の及び地方公共団体が指定する緊急輸送道路等の避難路沿道建築物などについては、建築物の耐震
診断の実施及びその結果を平成２７年末までに所管行政庁に報告することが義務付けられた。
　我が国の経済は穏やかに持ち直しつつあるが、温泉地の観光産業、特にその中核を担っているホ
テル・旅館等の経営環境は、なお厳しい状況が続いており、診断結果による建築物の耐震化には多
額の費用を要するため、重点的な支援が必要である。
　地方自治体においても、地震による建築物の倒壊等被害から住民等の生命、身体、財産を守るた
め、耐震診断等に対する財政支援を行っているところであるが、耐震化の一層の向上を図るためには、
その財源確保が不可欠である。
　また、これらの耐震化を円滑に推進するに当たっては、当該建築物の所有者はもとより、広く国
民に対して当改正法の内容の周知と理解の促進を図ることが重要である。
　よって、国は、温泉所在都市に対するホテル・旅館等の建築物の耐震化を迅速かつ円滑に推進す
るため、必要な財政支援措置の充実を図るとともに、当該法の施行に当っては、地方公共団体や当
該建築物の所有者の実情等を十分踏まえ、必要な財政支援措置が確立されるまでには施行期限を延
長すること及び耐震診断結果の公表を猶予するなど、特段の配慮がなされるよう要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成２５年１０月２９日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県えびの市議会　　

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書
　地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は、我が国のみならず地球規模の重要かつ喫緊の課
題となっており、森林のもつ地球温暖化の防止や国土の保全、水資源の涵養・自然環境の保持など

「森林の公益的機能」に対する国民の関心と期待は大きくなっている。
　また、わが国は、平成２５年度以降においても、京都議定書目標達成計画に掲げられたもの（第
１約束期間における温室効果ガス排出削減義務６％のうち、３.８％を森林吸収量で確保）と同等以
上の取組みを推進することとしている。
　このような経緯も踏まえ、「地球温暖化対策のための石油石炭税の税率の特例措置」が平成２４年
１０月に導入されたが、使途は、ＣＯ２排出抑制対策に限定されており、森林吸収源対策及び地球温
暖化対策に関する地方の財源確保については、「早急に総合的な検討を行う」との方針に止まっている。
　もとより、地球温暖化防止をより確実なものとするためには、森林の整備、保全等の森林吸収源
対策や豊富な自然環境が生み出す再生可能エネルギーの活用などの取り組みを、山村地域の市町村
が主体的・総合的に実施することが不可欠である。
　しかしながら、これら市町村では、木材価格の暴落・低迷や林業従事者の高齢化、後継者不足な
ど厳しい情勢にあり、その結果、山そのものが荒廃し、自然災害等の脅威に国民の生命財産が脅か
されるといった事態が生じている。
　これを再生させることと共に、森林吸収源対策などの地球温暖化対策に取組むための恒久的・安
定的な財源確保を講ずることが急務である。
　よって、下記事項の実現を強く求めるものである。

記
　自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森林・林業・山村対策の抜本的な強化をは
かることに加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する
市町村の役割を踏まえ、「石油石炭税の税率の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応じて譲
与する仕組みの構築を強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２５年１０月２９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県えびの市議会　　
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表決が割れた議案等とその議員別表決

議案等賛否一覧表	

○：議案等に対して賛成　　×：議案等に対して反対　　─：欠席　　／：議長は採決に加わりません

議員別表決

議案番号

議員氏名　

件　　　　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15
審議
結果

本
石
遠
目
塚

山
元
小
東
田
口
井
上
北
園
上
原
池
田
竹
中
西
原（
義
）

西
原（
政
）

蔵
園
宮
㟢
栗
下

動　　議
基地対策調査特別委員会の設置につ
いて

○○○○○○○×○○×○○○原案可決

　

秋
も
深
ま
り
、
え
び
の
高
原
も
美

し
い
紅
葉
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

先
日
、福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
「
森

林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
九
州
大

会
」。

　

基
調
講
演
講
師
の
東
京
大
学
大
学

院
特
任
教
授
の
安
藤
直
人
氏
の
話
は

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
素
晴
ら
し
い

内
容
で
し
た
。
自
然
豊
か
な
え
び
の

市
。
先
代
の
方
々
が
ど
ん
な
想
い
で

自
然
を
守
り
、
植
林
・
手
入
れ
を
さ

れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
か
・
・
。

　

今
こ
そ
そ
の
想
い
を
引
き
継
ぎ
、

観
光
・ 

林
産
業
に
と
っ
て
大
切
な
森

林
の
資
源
活
用
を
考
え
る
べ
き
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会　
　
　
　

副
委
員
長　

遠
目
塚
文
美

【
６
月
】

26
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

【
７
月
】

2
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

正
副
委
員
長
会
議

7
日　

え
び
の
市
消
防
団
夏
季
点
検
操
法
大

会

8
日　

正
副
委
員
長
会
議

　
　
　

九
州
国
際
高
等
学
校
留
学
生
歓
迎
会

9
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
研
修
会
（
〜
11

日
）

16
日　

西
諸
地
区
林
活
議
連
総
会

18
日　

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
定
例
会

　
　
　

平
成
25
年
度
西
諸
県
市
郡
議
会
議
長

会
議
員
研
修

19
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

政
策
討
論
会

　
　
　

南
九
州
中
部
市
議
会
議
長
会
議
員
研

修

23
日　

議
会
報
告
会
（
上
江
地
区
・
加
久
藤

地
区
）

24
日　

議
会
報
告
会
（
飯
野
地
区
・
真
幸
地

区
）

25
日　

宮
崎
県
林
活
議
員
連
盟
役
員
会
並
び

に
総
会

【
８
月
】

2
日　

川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
九
州
地
方

整
備
局
要
望	

6
日　

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

16
日　

宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
定
例
会

【
９
月
】

8
日　

飯
野
中
・
真
幸
中
運
動
会

26
日　

初
当
選
議
員
研
修

27
日　

議
員
協
議
会

29
日　

飯
野
小
・
加
久
藤
小
・
真
幸
小
・　

岡
元
小
運
動
会	

【
10
月
】	

1
日　

臨
時
会	

5
日　

え
び
の
市
地
域
・
交
通
安
全
市
民
大

会

8
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

10
月
定
例
会
開
会

議
会
日
誌


